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アジア太平洋学部の卒業要件・履修条件について

-APS-

日本語基準
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3 APSの専門教育科目
• APSの学生には、履修推奨科目として「コア科目」が定められています。
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1 卒業に必要な単位の確認方法
• 卒業には124単位以上が必要ですが、124単位の詳細は各個人によって異なります。

自身が修得するべき単位数をCampusmateで確認しましょう。

4 APSの履修条件
• 一部科目には、APSの学生が履修・登録できない期間があります。



• 卒業に必要な単位は、以下の手順で確認できます。

【手順】 Campusmate ≫ 教務メニュー「履修登録」 ≫ 右上「◎参照」

• 卒業するためには、赤枠内の「各個人の必要単位」を満たす必要があります。

• 日本語基準国内学生は、英語科目とは別に、反対言語（英語開講科目）を20単位以上修得する必要があります。（詳細: スライド10・11）
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APS: 卒業に必要な単位の確認方法



APSの卒業要件
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No. 要件

1 少なくとも4年間在学していること

2 合計124単位以上修得していること

3 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

4 各科目分野の必要単位数を修得していること

5 英語開講科目を20単位以上修得していること （日本語基準国内学生のみ適用）

6 4つの学修分野のうち、何れかひとつの分野を登録していること

7 自身が登録した学修分野の必修科目（共通教養科目）を2単位以上修得していること

8 自身が登録した学修分野の専門教育科目を28単位以上修得していること

2022学部履修ハンドブック 34ページ 5

APS: 卒業要件

• 卒業するためには、以下の全てを満たす必要があります。



卒業要件3: 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

履修
トラック

開始
レベル

必要
単位

スタンダードトラック必修英語 アドバンスドトラック必修英語

初級A 準中級A 中級A 準上級A 上級1A 上級2A

初級B 準中級B 中級B 準上級B 上級1B 上級2B

スタンダード
トラック

初級 24 必修 必修 必修 必修 （選択） （選択）

準中級 18 免除 必修 必修 必修 （選択） （選択）

中級 12 免除 免除 必修 必修 （選択） （選択）

準上級 6 免除 免除 免除 必修 （選択） （選択）

アドバンスト
トラック

上級1 12

受講不可

必修 必修

上級2 6 免除 必修

免除 0 免除 免除

▶ 日本語基準学生は、英語科目が必修！

• 入学時のプレイスメントテストによって、開始レベルと履修トラックが決定されます。

• A・B両方の科目の単位を修得すると次のレベルに進むことができます。（例： Aが合格でBが不合格の場合、次はBのみ登録される）

• 必修科目の単位を修得し終えるまで自動的に大学がクラスを指定します。

2022学部履修ハンドブック 34 / 71-74ページ 6



• 自身が修得するべき必修言語科目の単位数はCampusmateで確認できます。

【手順】 Campusmate ≫ 教務メニュー「履修登録」 ≫ 右上「◎参照」

• 赤枠内に自身が修得するべき言語科目（英語または日本語）の単位数が表示されます。
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卒業要件3: 必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

英語の履修免除分6単位



科目分野 必要単位数 合計

共通
教育
科目

英語科目 24

124単位
以上

学修分野必修共通教養科目 2

共通教養科目 14

言語教育科目および
共通教養科目

0

APS
専門
教育
科目

学修分野専門教育科目 28

APS専門教育科目 34

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

• 卒業するためには124単位が必要ですが、各分野の必要単位

数の合計は102単位です。

• 不足分の22単位については、科目分野は決められていません。

興味のある分野から修得してください。

• 英語の開始レベルによって、「英語科目」と「言語教育科目

および共通教養科目」の必要単位数が少しずつ異なりますが、

定められている各分野の必要単位数102単位は、どの学生も

一緒です。

卒業要件4: 各科目分野の必要単位数を修得していること

124単位－102単位＝22単位

残り22単位の科目分野は問わない

2022学部履修ハンドブック 34ページ 8

計 102単位



卒業要件5: 英語開講科目（反対言語）を20単位以上修得していること

英語で開講される共通教養科目もしくは専門教育科目(自学部および他学部科目)を20単位以上

修得することが卒業要件の1つ

トラック 英語開講科目の受講条件

スタンダードトラック（JST） 「英語中級A・B」が単位修得済み、もしくは、履修免除されていること。

アドバンストトラック（JAT） 特別な条件なく、第1セメスターから英語開講科目の登録が可能。

• 言語教育科目言語教育科目（英語科目やAP言語）や両言語開講科目（E/J）は、英語開講

科目として認められません。

• 日本語基準国際学生は、この要件を満たす必要はありません。

2022学部履修ハンドブック 52-53ページ 9

日本語基準国内学生のみ卒業要件



卒業要件5: 英語開講科目（反対言語）を20単位以上修得していること

学部 言語基準 国内・国際 学修分野※

APS－ J－ D－ ED

アジア太平洋学部 日本語基準 国内学生 環境・開発

例）

言語基準 英語基準 E－

国内・国際 国際学生 I－

学修分野

観光学 HT

国際関係 IRP

文化・社会・メディア CSM

Caｍpusmate ログイン後画面

上記以外の凡例）
※学修分野を登録すると表示される
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▶ 英語開講科目の必要有無確認方法

• 英語開講科目（反対言語）20単位以上の修得は、「日本語基準国内学生（判定カテゴリ: J-D の表示）」の卒業要件です。

• 自身が対象かどうかは、Campusmate で確認をしてください。

• 入学後に区分（国内/国際）の変更があった場合でも、判定カテゴリ自体が変更されることはありません。



• Campusmateの履修登録確認表では、点線内に英語開講科目の履修・修得状況が表示されます。

• 卒業するためには、赤枠内の数字が「20単位」以上と表示される必要があります。

卒業要件5: 英語開講科目（反対言語）を20単位以上修得していること

日本語基準国内学生のみ卒業要件



卒業要件6: 4つの学修分野のうち、いずれかひとつの分野を登録していること

▶ 学修分野の登録・変更可能期間

環境・開発
（ED）

観光学
（HT）

国際関係
（IRP）

文化・社会・メディア
（CSM）

▶ 学修分野の登録

学修分野から自分の希望する分野を1つ登録することが必要です。

履修科目登録期間 第2セメスターから第6セメスター

登録・変更可能時期 履修科目登録期間 A、B、修正1、修正２

• 変更可能期間中であれば、何度でも学修分野を変更できますが、早期に学修分野を決定し、計画的に科目を修得して

いくことを推奨します。

2022学部履修ハンドブック 33ページ 12



卒業要件6: 4つの学修分野のうち、いずれかひとつの分野を登録していること

環境・開発

国際関係

文化・社会・メディア

観光学
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手順：

① campusmateの「学修分野申請」

②申請したい学修分野にチェック

③右下の申請ボタンを押す

※学修分野の変更時も同様です

▶ 学修分野の登録・変更方法 ～Campusmate～ 詳細の使用マニュアルはコチラ

https://www.apu.ac.jp/academic/page/content0288/CourseRegistrationManual_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/page/content0288/CourseRegistrationManual_J.pdf


学修分野選択前

• Campusmateの履修登録確認表は、学修分野登録の前と後で表示が異なります。

卒業要件6: 4つの学修分野のうち、いずれかひとつの分野を登録していること

学修分野選択後

APS専門教育科目（62単位）が、
２つの分野に分かれます。

・学修分野専門教育科目 28単位
・APS専門教育科目 34単位

あなたの卒業に必要な単位です



卒業要件７：
自身が登録した学修分野の必修科目（共通教養科目）を2単位以上修得していること

学修分野 学修分野必修科目（共通教養科目）

学修分野から1つ登録

登録した学修分野の
必修科目（共通教養科目）

2単位以上修得
単位

環境・開発

環境学入門

2単位

開発学入門

観光学 観光学入門

国際関係 国際関係論入門

文化・社会・メディア

文化・社会学入門

メディア入門

2022学部履修ハンドブック 37ページ 15

• 卒業までに、登録した学修分野の必修科目

を2単位以上修得する必要があります。

• 「環境・開発」と「文化・社会・メディ

ア」は、必修科目が２つ設けられています

が、2科目のうち最低1科目を履修し、単位

修得すればよいです。

• 選択した学修分野以外の入門科目を履修す

ることも可能です。



科目分野 必要単位数 合計

共通
教育
科目

英語科目 24

124単位
以上

学修分野必修共通教養科目 2

共通教養科目 14

言語教育科目および
共通教養科目

0

APS
専門
教育
科目

学修分野専門教育科目 28

APS専門教育科目 34

他学部科目 0

要卒集計外科目 0

卒業要件８：自身が登録した学修分野の専門教育科目を28単位以上修得していること

2022学部履修ハンドブック 33-35ページ 16

• 卒業までに、登録した学修分野に配置された科目を

28単位以上修得する必要があります。

• 「学修分野専門教育科目」分野の修得単位数が28単

位を超えた場合、超過分は「APS専門教育科目」分

野に集計されます。

• 各学修分野に配置されている科目は、以下の何れか

で確認してください。

①2017年度カリキュラム図

②2017年度カリキュラム科目一覧

③授業時間割

超過分

https://www.apu.ac.jp/pageview/academic_handbook_2022_J/html5.html#page=87
https://www.apu.ac.jp/pageview/academic_handbook_2022_J/html5.html#page=91
https://www.apu.ac.jp/academic/page/content0186.html/?c=17


「環境・開発（ED）」の学修分野を登録した場合…

同じ分野の専門教育科目の中から28単位以上の単位修得が必要です

卒業要件８：自身が登録した学修分野の専門教育科目を28単位以上修得していること
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• 「APS共通B」「演習科目」に配置されている科目の単位は、４つ全ての学修分野に集計
されます。

卒業要件８：自身が登録した学修分野の専門教育科目を28単位以上修得していること

2022学部履修ハンドブック 80-81ページ 18



• 履修したい科目（授業）が、卒業要件のどの科目分野に配置されているかは、

以下の何れかで確認してください。

科目分野の確認方法について

19

2017年度カリキュラム図（APS）

2017年度カリキュラム科目一覧

授業時間割

https://www.apu.ac.jp/pageview/academic_handbook_2022_J/html5.html#page=87
https://www.apu.ac.jp/pageview/academic_handbook_2022_J/html5.html#page=87
https://www.apu.ac.jp/pageview/academic_handbook_2022_J/html5.html#page=91
https://www.apu.ac.jp/pageview/academic_handbook_2022_J/html5.html#page=91
https://www.apu.ac.jp/academic/page/content0186.html/?c=17
https://www.apu.ac.jp/academic/page/content0186.html/?c=17


APSの専門教育科目について
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APS専門教育科目

▶ 専門教育科目とは？

APSの目的と理念を理解し、専門的な知識・技能を身に付け、興味・関心をより深めていく科

目。

科目名 APS入門 地域研究入門

科目分野 APS専門教育科目

登録方法
大学が登録
（取消不可）

学生が登録

大学による

登録時期
春セメスター

2022学部履修ハンドブック 36ページ 21

▶ コア科目

• APSの理念と目的を知ることができる科目。

• 1回生の間に両方の科目を修得することを強く推奨。

• どちらも卒業に必要な必修科目ではありません。

• 「地域研究入門」を履修したい場合は、学生自身で

登録する必要があります。



APSの履修条件一覧
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APS 履修条件一覧

2022学部履修ハンドブック 128-129ページ 23

科目名 履修条件

セッション科目 卒業予定日を含む最終セメスターで、修得単位数が100単位以上の学生は履修不可

開発学入門

1セメスターから履修可能

環境学入門

観光学入門

国際関係論入門

文化・社会学入門

メディア入門

調査研究入門 2回生（3・4セメスター）のみ履修可能

基礎演習（文化・社会・メディア）

A期間：2回生（３・４セメスター）のみ登録可能
B期間：定員に空きがあれば3回生（5・6セメスター）以上も登録可能

基礎演習（国際関係）

基礎演習（環境・開発）

基礎演習（観光学）

• 履修条件がある場合、Campusmateには表示されません。登録可能な期間になると表示されます。



APS 履修条件一覧

2022学部履修ハンドブック 128-129ページ 24

履修条件

「経済学入門」
2セメスター以降履修可能
（A期間は登録不可）

「統計学」

「経営学入門」

2回生（3セメスター）から履修可能
（A期間は登録不可）

「会計学Ⅰ」

「マーケティング入門」

「金融論」

「人材と組織のマネジメント」

「生産管理論」

「ビジネス法務戦略」

「ビジネスエシックス」 3回生（5セメスター）から履修可能（A期間は登録不可）

「グローバルマネジメント」 受講不可

「基礎数学」
2回生（3セメスター）から履修可能

（A期間は登録不可）
「上級数学」

• 履修条件がある場合、Campusmateには表示されません。登録可能な期間になると表示されます。


